
令和８年 10 月 13 日 

立山町総務課管財係 

 

物品調達の入札・見積徴取における同等品の取り扱いについて 

 

 

 物品調達の仕様書等に「同等品可」と記載のある品目については、仕様書等に

例示品として示したメーカー・型番の品目と同等以上の品目（以下「同等品」と

いう。）を選定し、入札（又は見積徴取）に参加することができます。 

 仕様書等に具体的説明が記載されている場合を除き、同等品を選定するとき

には、事前に次の手順で入札（又は見積徴取）執行課に同等品の確認を受けてく

ださい。 

 

１．同等品の定義 

  同等品とは、規格（形状、材質、大きさ等）・品質・性能が例示品と同等以

上であって、メーカーの既製品を基本とするもので、定価が例示品と同等以上

のものとします。なお、オープン価格で表示されるもの等判断ができないもの

は同等品として認めません。 

 

２．同等品の確認方法 

  同等品での入札（又は見積）参加を希望する場合は、開札（（開））日の３開

庁日前の 17 時までに次の書類を入札（又は見積徴取）執行課へ提出してくだ

さい。 

 ⑴ 同等品確認書（兼（確認結果通知書） 

 ⑵ 同等品の規格、性能、定価等が確認できるカタログの写し 

 ⑶ その他仕様書等で必要とする書類 

 

３．同等品可否決定の通知 

  事業担当課にて、同等品確認書及びカタログの写しにより審査を行い、同等

品と認める場合には同等品確認書「確認結果」欄の「認定」を（認められない

場合は「不認定」を）丸で囲んで、開札（（開））日の２開庁日前の 17 時まで

にファックス等により申請者に回答します。 

 

４．その他 

  同等品の認定を受けていない品目で、入札（（又は見積書を提出）することは

できません。落札（（又は採用）後に認定を受けていない物品で入札（（又は見積）

したことが判明した場合は、例示品を納入していただきます。 

  他の入札等参加者の同等品確認により既に同等品と認定された品目であっ

ても、当該確認依頼者以外が当該品目を取り扱おうとする場合は、同様の手続

（上記２、３）が必要です。 

 



同等品確認書（兼 確認結果通知書） 

 立山町長 殿                                                （太枠内を記入してください。） 

入札(見積)番号  件  名  

 

品  名 
例 示 品 同等品候補 

確認結果 
メーカー・型番・規格等 メーカー・型番・規格等 税抜価格（円） 

    

認定・不認定 

    

認定・不認定 

    

認定・不認定 

上記案件について、同等品候補の確認をお願いします。  同等品と認められない理由 

 

 

 

 

  令和   年   月   日 

 

住   所   

商号・名称   

代表者名    

電話番号    

ＦＡＸ     

令和  年  月  日 

上記のとおり確認しました。 

        課      係 

※同等品とは、規格（形状、材質、大きさ等）・品質・性能が例示品と同等以上であり、メーカーの既製品を基本とするものとします。 

※仕様書等で「同等品可」とされた物品について、同等品にて入札（又は見積徴取）に参加する場合は、必ずこの確認書により事前確認を受けてください。本書により同等品確認

を受けていない物品での応札（又は見積）は無効となります。同じ案件番号の案件に関して複数件の候補品の確認を受けたい方は、１枚の確認書に全件を記載していただくこと

が可能です。 

※同等品候補の規格、品質、性能、価格等が確認できるカタログを必ず添付してください。 

※「同等品候補」欄には、貴社で同等品の認定を受けようとする物品のメーカー・型番・規格等及び税抜価格（カタログ表示等のメーカー希望小売価格。ただし、オープン価格等

定価のないものについては、通常の流通価格を参考価格として記入）を記入してください。 

※審査の結果は、「確認結果欄」の該当項目（同等品と認定した場合は「認定」、同等品と認められない場合は「不認定」）に丸をつけ、ファックス等にて回答します。 


